
丘
宗
潭
の
思
想
研
究

丘
宗
潭
の
思
想
研
究

│
│
附
録
・
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曹
洞
宗
学　

正
法
眼
蔵　

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔　

丘
宗
潭

　

本
論
は
、
近
代
曹
洞
宗
の
宗
乗
家
で
あ
る
丘
宗
潭
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二

一
）
の
思
想
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
丘
は
、
令
和
三
年
に
没
後
百
年
に

当
た
り
、
ま
た
、
参
学
師
で
あ
る
西
有
穆
山
（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
）
も

生
誕
二
百
年
と
な
る
。
斯
様
な
年
に
は
、
近
代
曹
洞
宗
で
構
築
さ
れ
た
宗
旨

を
思
想
的
に
研
究
し
、
ま
た
、
各
祖
師
の
顕
彰
に
繋
げ
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
丘
に
係
る

室
内
三
物
秘
弁

及
び

教

授
戒
文
、
そ
し
て
授
戒
会
の
説
戒
録
な
ど
で
、
未
発
表
と
な
っ
て
い
た
写

本
を
翻
刻
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

本
論
で
は
主
と
し
て
以
下
の
三
点
を
論
じ
た
い
。

　

①

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

の
改
訂
に
つ
い
て

　

②

正
法
眼
蔵

観
に
つ
い
て

　

③

修
証
義

観
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
丘
の
主
要
業
績
で
あ
る
と
し
て
良
い
。
丘
の
門
人

で
あ
っ
た
岸
澤
惟
安
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
は
、
丘
の
業
績
中
で

仏

祖
正
伝
禅
戒
鈔

の
改
訂
を
高
く
評
価
し
、
改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
即
霞

丘
老
）

（
漢

と
ま
で
言
い
切
っ
た
。
ま
た
、
今
回
、
筆
者
自
身
、
改
訂
作
業
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
可
能
な
写
本
・
刊
本
を
入
手
し
た
た
め
、
改
訂
作
業
の

意
義
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　

②
に
つ
い
て
、
丘
は
大
本
山
永
平
寺
の
初
代
眼
蔵
会
講
師
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

正
法
眼
蔵

観
を
知
る
た
め
に
、
眼
蔵

会
の
提
唱
録
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
丘
は
曹
洞
宗
大
学
林
（
後
の
駒
澤

大
学
）
教
授
で
あ
っ
た
時
、
曹
洞
宗
中
学
林
教
科
用
書
と
し
て

正
法
眼

蔵

の
訂
字
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
も
検
討
し
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
丘
の
法
嗣
で
あ
る
丘
球
學
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
三
）
の

編
集
に
よ
る

曹
洞
宗
意
綱
要

に
お
い
て
、
丘
の

修
証
義

観
が
示
さ

れ
て
い
る
。
従
来
の

修
証
義

研
究
の
中
で
も
、
同
書
は
考
察
の
俎
上
に

載
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
で
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

近
世
洞
門
学
僧
・
万
仭
道
坦
（
一
六
九
八
〜
一
七
七
五
）
が
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
に
自
序
を
著
し
開
板
さ
れ
た

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
（
以
下
、

禅
戒
鈔
、
改
訂
本
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
略
記
）
は
、
道
元
・
懐
奘
等
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の
下
で
構
築
さ
れ
た

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒
文

に
つ
い
て
、
道
元
門

下
の
経
豪

梵
網
経
略
抄

の
解
説
や
、
関
連
す
る
経
論
を
引
用
し
た
註
記

を
附
し
て
お
り
、
既
に
拙
）

（
論
で
も
論
じ
た
通
り
、
近
世
後
期
に
は
洞
門
戒
学

の
研
究
に
参
照
さ
れ
、
近
代
以
降
も
継
続
的
に
活
用
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
本
項
で
は
、
近
代
に
お
け
る

禅
戒
鈔

関
連
の
記
事
を
、
略
年

表
の
形
で
示
し
て
お
き
た
い
。

一
八
八
一
年
一
〇
月　

禅
戒
鈔

開
版
・
出
雲
寺
文
次
郎

一
八
八
六
年　

五
月　

禅
戒
鈔

開
版
・
梶
田
勘
助

一
九
〇
三
年　

六
月　

西
有
穆
山
提
唱

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

刊
行
・

鴻
盟
社

　
　
　
　
　

一
一
月　

経
豪

正
法
眼
蔵
抄

上
下
巻
刊
行
・
鴻
盟
社

一
九
一
〇
年
一
二
月　

西
有
穆
山
遷
化

一
九
一
二
年　

五
月　

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
禅
戒
鈔

自
跋
（
翌
年
鴻
盟
社

か
ら
刊
行
）

一
九
二
一
年　

八
月　

丘
宗
潭
遷
化

一
九
二
四
年　

三
月　

改
訂
禅
戒
鈔

改
訂
再
版
（
再
改
訂
）
刊
行
・
鴻

盟
社

一
九
三
〇
年
一
二
月　

曹
洞
宗
全
書

注
解
二
（
梵
網
経
略
抄

所

収
）
刊
行

一
九
三
一
年　

五
月　

丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒

鈔
講
話

刊
行
・
鴻
盟
社

　
　
　
　
　
　

八
月　

曹
洞
宗
全
書

禅
戒
（
禅
戒
鈔

所
収
）
刊
行

一
九
五
一
年　

七
月　

岸
澤
惟
安

改
訂
禅
戒
鈔

を
部
分
改
訂
（
差
点
記

本
）

一
九
五
五
年　

三
月　

岸
澤
惟
安
遷
化

一
九
七
一
年　
　
　
　

岸
澤
惟
安
提
唱
・
門
脇
聴
心
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅

戒
鈔
講
話

全
四
巻
刊
行
・
曹
洞
宗
宗
務
庁
（
一
九

七
四
年
ま
で
）

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
禅
戒
鈔

は
度
々
開
板
さ
れ
て
お
り
、
学
人

が
手
に
取
り
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
解
説
・
提
唱
が
希
望

さ
れ
、
講
話

が
出
版
さ
れ
、
尚
更
に
禅
戒
参
究
へ
の
道
を
開
い
た
が
、

そ
の
最
中
、
禅
戒
鈔
本
文
の
問
題
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

丘
自
身
が
述
べ
る
改
訂
の
動
機
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一　

原
本
間
字
句
讀
下
シ
難
キ
處
ア
リ
。
前
後
文
意
ノ
支
離
ス
ル
處
ア

リ
。
初
心
晩
學
之
レ
ヲ
苦
ム
。
改
訂
ヲ
ナ
ス
所
以
ナ
）

（
リ
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
丘
自
身
の
見
解
で
あ
っ
て
、
経
緯
は
ま
た

別
で
あ
っ
た
。
丘
の
講
話
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

禪
戒
鈔
は
、
根
本
的
に
開
山
の
戒
義
を
発
揮
せ
ん
と
し
て
あ
ら
は
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
其
の
原
本
た
る
梵
網
經
略
抄
が
、
さ
て
さ
て
読
み
に

く
い
。
従
つ
て
萬
仭
和
尚
が
よ
ほ
ど
骨
を
折
ら
れ
た
や
う
だ
が
、
そ
の

禪
戒
鈔
が
ま
た
読
み
に
く
い
、
解
つ
た
や
う
で
あ
る
が
解
ら
ぬ
處
あ

り
、
首
尾
あ
は
ぬ
處
あ
り
、
暗
中
模
索
の
う
れ
へ
が
あ
る
。
誠
に
困
り

さ
つ
た
。

　
　
　

西
有
禪
師
が
再
三
提
唱
な
さ
れ
た
が
、
其
の
た
び
ご
ど
に
い
ろ
い
ろ

の
事
を
承
つ
た
。
こ
こ
の
文
章
と
、
こ
こ
の
文
章
と
を
つ
な
ぎ
合
せ
、

此
の
句
と
此
の
句
と
を
つ
な
ぎ
合
せ
た
ら
好
か
ら
う
。
此
の
文
字
を
入



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

れ
て
、
此
の
句
を
は
ぶ
い
た
ら
好
か
ら
う
と
い
は
れ
た
か
ら
、
其
の
当

時
か
ら
改
訂
し
た
い
と
思
ふ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
獨
參
し
て
、
種

種
記
憶
に
の
こ
つ
て
居
る
。
そ
こ
で
幾
度
か
禪
戒
鈔
を
提
唱
し
、
か
つ

原
本
の
梵
網
經
略
抄
に
つ
い
て
、
多
少
參
究
も
し
、
注
意
も
し
た
。

　
　
　

二
三
年
ま
へ
、
い
つ
何
ど
き
怎
樣
な
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら

と
思
ひ
、
筆
を
と
つ
て
改
訂
に
か
か
つ
た
が
、
来
月
静
岡
に
お
い
て
、

此
の
禪
戒
鈔
を
讀
ん
で
も
ら
ひ
た
い
か
ら
、
出
版
し
て
く
れ
と
い
ふ
依

頼
が
あ
つ
た
の
で
、
此
の
改
訂
禪
戒
鈔
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
）

（
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
禅
戒
鈔

の
改
訂
は
、
ま
ず
は
西
有
が
本
文
の
問
題
を

指
摘
し
、
そ
れ
を
受
け
て
丘
が
改
訂
作
業
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が
見
え
て

く
る
。
な
お
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
本
来
の

禅
戒
鈔

と

改
訂
禅
戒

鈔

を
比
べ
る
と
、
構
成
か
ら
本
文
の
選
択
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
全
文
に
及

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
丘
講
話

で
は
、
そ
の
か
は
つ
て
居

る
と
こ
ろ
は
、
頭
に
科
段
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
今
案
だ
。
そ
れ
も
西
有
禪
師

の
思
召
し
に
よ
つ
た
も
の
で
、
文
字
は
衲
が
つ
け
）

（
た

と
あ
り
、
科
段
と
段

名
の
付
加
も
改
訂
点
で
あ
る
。

　

以
下
に
は
構
成
の
変
更
を
検
討
し
た
い
。
左
記
の
表
の
上
段
は
、
一
般
的

な

禅
戒
鈔

の
構
成
で
、
下
段
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
す
る
。
な
お
、
各

段
の
項
目
名
は
各
原
本
に
依
拠
し
た
が
、
項
目
名
が
無
い
場
合
は
項
目
最
初

の
数
文
字
を
名
称
の
代
替
と
す
る
か
、〔　

〕
を
付
し
て
筆
者
が
補
っ
た
。

丸
数
字
は

禅
戒
鈔

の
構
成
に
基
づ
い
た
順
番
で
あ
る
。
改
訂
禅
戒

鈔

の
み
の
項
目
は
※
を
付
し
た
。

禅
戒
鈔
（
明
治
一
四
年
版
）
構
成

改
訂
禅
戒
鈔

構
成

※
題
字
（
森
田
悟
由
）

※
改
訂
禅
戒
鈔
序
（
岸
澤
惟
安
）

※
凡
例
（
丘
宗
潭
）

①
序
（
萬
仭
道
坦
）

①
序
（
萬
仭
道
坦
）

②
或
問

②
或
問

⑧
規
約

③
諸
仏
大
戒

③
諸
仏
大
戒

※
懺
悔

※
戒

④
三
帰
依
（
懺
悔
鈔
）

④
三
帰
依

⑤
三
聚
戒

⑤
三
聚
戒

⑥
〔
十
重
禁
戒
〕

⑥
〔
十
重
禁
戒
〕

⑦
先
ツ
煩
惱
ト
一
切
業
障
海

※
戒
ノ
次
第

⑧
規
約

※
跋
（
丘
宗
潭
）

　

以
上
の
比
較
の
通
り
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
戒
の
意
義
の
提
唱
部
分

を
追
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
懺
悔

に
つ
い
て
は
、
禅
戒
鈔

で

三
帰

戒

中
に

懺
悔
法

の
提
唱
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
も
、
三
帰
戒

に

関
す
る

梵
網
経
略
抄

が
無
い
た
め
に
、
懺
悔
ノ
鈔
ヲ
出
ス

と
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を

改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
三
帰
戒
よ
り
も
前
に
出
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し
た
。
こ
れ
は
、
宗
門
の
受
戒
が
懺
悔
か
ら
始
ま
り
、
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・

十
重
禁
戒
と
続
く
こ
と
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
教
授
戒
文

も
そ
の

通
り
の
順
番
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
改
訂
禅
戒
鈔

巻
尾
の

戒
ノ
次
第

に
つ
い
て
、
禅
戒

鈔

で
は
、
観
普
賢
菩
薩
行
法
経

か
ら

一
切
業
障
海

偈
を
引
い
て

い
る

梵
網
経
略
抄

を
参
照
し
て
、
思
実
相

の
上
で
の
生
仏
不
二
を

説
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
の
み
で

教
授
戒
文

結
論
に
あ
る
意

味
を
共
有
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
点
、
改
め
て
十
戒
全
体
の

戒
ノ

次
第

を
開
示
す
る
こ
と
で
総
括
し
た
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
意
図
は
明
ら

か
で
、
合
理
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
改
訂
禅
戒
鈔

は
筆
者
所
持
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
第
四

版
の
刊
記
か
ら
判
断
し
て
、
同
年
ま
で
に
四
版
以
上
を
重
ね
た
。
そ
の
後
、

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
改
訂
再
版
（
再
改
訂
）
が
刊
行
さ
れ
、
改

訂
禅
戒
鈔

で
初
版
以
降
に
確
認
さ
れ
た
誤
字
脱
字
等
の
訂
正
に
始
ま
り
、

一
部
は
文
章
構
成
も
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
丘
講
話

は
、
そ
の
再
改
訂

本
へ
の
提
唱
と
な
っ
て
い
る
が
、
刊
記
等
に
再
改
訂
の
時
期
を
定
め
る
こ
と

が
な
い
た
め
、
実
際
の
関
係
性
は
不
明
。
ま
た
、
再
改
訂
本
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
丘
の
没
後
の
た
め
、
再
改
訂
の
実
行
者
が
丘
か
岸
澤
か
詳
細
不
明
で
あ

る
が
、
状
況
か
ら
は
丘
の
生
前
中
に
再
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
か
。

丘
講
話

は
非
常
に
簡
潔
な
提
唱
で
あ
り
、
改
訂
経
緯
の
詳
細
を
知
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
曹
洞
宗
全
書

禅
戒

に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
禅
戒
鈔
（
底

本
は
江
戸
・
淺
倉
屋
久
兵
衛
に
よ
る
後
刷
本
）
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
曹

洞
宗
全
書

室
中

に
収
録
さ
れ
た
万
仭
道
坦

室
内
三
物
秘
弁

が
、

岸
澤
に
よ
る
改
訂
本
だ
っ
た
の
と
は
、
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
。
理
由
は
不

明
な
が
ら
も
、
底
本
と
す
べ
き
版
本
が
存
在
し
て
い
た

禅
戒
鈔

と
、
写

本
の
み
で
伝
来
し
た

室
内
三
物
秘
弁

の
違
い
と
い
え
よ
う
か
。

　

前
項
で
述
べ
た
通
り
、
禅
戒
鈔

か
ら

改
訂
禅
戒
鈔

へ
の
改
訂

は
、
西
有
が
先
導
し
、
そ
れ
に
丘
や
岸
澤
が
応
え
た
形
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
が
、
そ
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

禅
戒
鈔

と

改
訂
禅
戒
鈔

を
比
較
す
る
と
、
三
帰
戒

三
聚
浄

戒

に
つ
い
て
は
同
じ
だ
と
見
て
良
い
。
無
論
、
禅
戒
鈔

の

三
帰

戒

項
に
は
、
懺
悔
鈔

が
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
自
然
で
あ
り
、

本
来
の

教
授
戒
文

の
順
番
に
従
い
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
よ
う
に
十
六

条
戒
よ
り
も
前
に
懺
悔
が
編
入
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
、
三
帰
戒

三
聚
浄
戒

は
改
訂
の
前
後
で
同

じ
と
見
て
良
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
懺
悔

の
項
目
に
つ
い
て
、
禅
戒
鈔

で
は

懺
悔
法
ア
ラ

ハ
ル
ル
ト
キ
三

三
聚
戒
モ
攝
セ
ス
ト
云
事
ナ
シ

と
し
、
懺
悔
か
ら
諸
戒

に
展
開
す
る
様
子
を
重
視
し
、
そ
の
後
に

観
普
賢
菩
薩
行
法
経

か
ら

一
切
業
障
海

偈）
（

を
引
い
て
、
い
わ
ゆ
る

実
相
懺
悔

に
帰
着
さ
せ
て

い
る
。

　

一
方
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
最
初
に

仏
法
ヲ
見
聞
ス
ル
得
分
ハ
、

以
テ
懺
悔
法
爲
最
初
得
分

と
し
な
が
ら

一
切
業
障
海

偈
を
引
い
て
、
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実
相
懺
悔

に
帰
着
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
教
授
戒
文

が

懺
悔
文

読

誦
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
相
違
が
あ
る
。
た
だ
し
、
教
授
戒
文

も
、

本
来
の

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

も
、
懺
悔
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

る
こ
と
が
無
い
た
め
、
梵
網
経
略
抄

か
ら
、
一
切
業
障
海

偈
中
の

端
坐
思
実
相

を
承
け
つ
つ
、
坐
禅
に
懺
悔
の
力
を
込
め
た
と
も
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
皆
従
妄
想
生
ヲ
置
テ
、
端
坐
氏
実
相
ニ
テ
解
ス
ル
ト
ハ
不

可
心
得

と
さ
れ
、
妄
想
の
ま
ま
を
実
相
と
は
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で

も
無
分
別
な
る
坐
禅
の
意
義
を
説
く
。
そ
の
後
、
以
懺
悔
三
宝
ト
名
ク
。

帰
依
ト
ナ
ツ
ク

と
し
て
、
更
に
懺
悔
か
ら
諸
戒
へ
展
開
す
る
様
子
を
示

す
。
全
体
の
流
れ
と
し
て
、
改
訂
禅
戒
鈔

は
ま
ず
懺
悔
の
意
義
を
示
し

た
上
で
、
諸
戒
に
展
開
す
る
流
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
懺
悔
と
戒
と
の
関

係
を
明
示
し
た
。
改
訂
禅
戒
鈔

の
方
が
分
か
り
や
す
い
。

　

な
お
、
上
記
一
件
に
関
連
し
て
、
丘
講
話

懺
悔

項
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
大
意
と
し
て
は
、
天
台
智
顗

金
光
明
経
文
句

か
ら

取
相
懺

悔
、
作
法
懺
悔
、
無
性
懺
悔

の
三
懺
）

（
悔
を
引
い
て
い
る
。
丘
は
、
梵
網

経
略
抄

で
は
懺
悔
の
思
想
や
作
法
を
種
々
挙
げ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
た

め
、
明
瞭
に
無
性
懺
悔
の
解
る
や
う
に
せ
）

（
ん

と
の
思
い
で
纏
め
た
と
い

う
。
無
性
懺
悔

の
思
想
的
な
把
握
に
つ
い
て
は
、
従
容
録

第
五
則

清
源
米
価
（
青
原
盧
陵
話
）
の
万
松
行
秀
垂
）

（
示
を
大
意
と
し
、
大
體
善
惡

に
こ
こ
ろ
な
き
に
達
す
る
が
懺
悔
）

（
だ

と
し
て
、
懺
悔
を

転
迷
開
悟

に

準
え
て

滅
悪
生
善

だ
と
考
え
る
こ
と
を
否
定
し
、
善
悪
が
二
つ
な
が
ら

に
無
性
に
達
す
る
こ
と
を
説
い
た
。

　

そ
し
て
、
無
性
懺
悔

を
選
択
し
た
理
由
は
、
丘
講
話

懺
悔

項

の
冒
頭
か
ら
、
大
内
青
巒
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
八
）
の

曹
洞
教
会
修
証

義
聞
解

を
批
判
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
理
解
出
来
る
。
青
巒
は

修
証

義

第
二
章
懺
悔
滅
罪

の

彼
の
三
時
の
悪
業
報
必
ず
感
ず
べ
し
と
雖

も
、
懺
悔
す
る
が
如
き
は
重
き
を
転
じ
て
軽
受
せ
し
む
、
又
滅
罪
清
浄
な
ら

し
む
る
な
り

に
対
し
て
、
一
切
業
障
海

偈
の

衆
罪
は
霜
露
の
如

く
、
慧
日
能
く
消
除
す

を
重
視
し
て
、
懺
悔
の
一
念
が
、
一
切
の
罪
過

を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
を
説
い
た
。
丘
は
そ
れ
を

彼
れ
一
流
の
説
だ

と

し
つ
つ
も
、
そ
れ
か
ら
大
い
に
間
違
ひ
を
生
じ
た

と
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
批
判
の
理
由
を
、
宗
門
の
懺
悔
は
、
眞
妄
無
性
の
理
に
透
脱
す
る

が
目
的
）

（
だ

と
し
た
の
で
あ
る
。
青
巒
の

修
証
義
聞
解

で
は
、
修
証

義

を

在
家
化
導

の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
位
置
付
け
て
お
り
、
お
そ

ら
く
は
丘
の
立
論
方
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

丘
に
は

修
証
義

を
提
唱
し
た

曹
洞
宗
意
綱
要

が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
修
証
義

の
、
特
に

懺
悔
滅
罪
・
受
戒
入
位

は

禅
戒
鈔

の

立
場
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
丘
は

承
陽
大
師
の
懺
悔
滅
罪
の
御

精
神
は
、
洵
に
簡
）

（
單

と
し
つ
つ
、
懺
悔
は
佛
果
の
功
德
な
り

を
重
要

語
だ
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
道
元
自
身
の
著
作
や
上
堂
語
と
し
て
は

確
認
出
来
ず
、
梵
網
経
略
抄

の

懺
悔
ノ
法
ト
云
ハ
、
所
詮
以
佛
果
菩

提
法
懺
悔
ト
可
習
）

（
也

が
、
禅
戒
鈔

に
も

改
訂
禅
戒
鈔

に
も
引
か

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
取
意
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、
懺
悔
の
結
果
と
し
て
仏
果
の
功
徳
に
到
達
す
る
の
が
通
常
の
見
解
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
を
転
じ
て
、
懺
悔
そ
の
も
の
が
仏
果
の
功
徳
だ
と
把
握
す
べ

き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
妄
想
と
実
相
と
の
二
つ
を
超
越
し
て
、
仏
果
の
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号

功
徳
に
投
入
し
た
の
が
懺
悔
の
法
で
あ
）

（
る

と
も
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
か
ら

の
繰
り
返
し
の
通
り
、
善
と
悪
、
妄
想
と
実
相
と
い
う
分
別
を
破
す
る
こ
と

を
、
懺
悔
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
性
懺
悔

に
則
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
と
い
え
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
改
訂
禅
戒
鈔

特
有
の
一
段
と
し
て
、
戒

の
項
目
も
見

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
同
項
に
つ
い
て
、
丘
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　

萬
仭
和
尚
の
禪
戒
鈔
に
は
、
戒
と
い
ふ
題
目
は
な
い
が
、
衲
が
そ
れ
を

區
別
し
て
、
宗
門
に
お
け
る
禪
戒
の
心
得
か
た
を
述
べ
）

（
た
。

　

つ
ま
り
、
戒

の
項
目
は
、
丘
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
更
に
思
想
的
に
は
防
非
止
悪
の
義
で
は
な
く
、
善
悪
是
非
に
心
な
き

が
、
宗
門
の
戒
法
な
）

（
り

と
し
、
無
分
別
の
立
場
か
ら
の
戒
法
を
主
張
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
梵
網
経
略
抄

か
ら
、
戒
ト
ハ
制
止
ナ
リ
、
對
治
ナ

リ

と
引
く
が
、
続
け
て

我
與
大
地
有
情
同
時
成
道
ト
制
止
ス
ル
ナ
リ
、

故
ニ
佛
戒
ト
云
）

（
フ

と
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
、
釈
尊
と
同
一
の
成
道
に
生

き
る
衆
生
を
見
出
し
つ
つ
、
先
に
挙
げ
た
丘
自
身
の
主
張
を
際
立
た
せ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
戒

項
目
の
末
尾
に
は
、
梵
網
経

か
ら

衆

生
受
仏
戒

偈
を
引
い
て
、
如
来
の
正
戒
を
受
け
た
衆
生
の
あ
り
方
を
開
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

自
体
に
は
見
え
る
が
、

教
授
戒
文

に
は
見
え
な
い
語
句
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
帰
戒
が
始
ま
る

前
に
、
そ
の
意
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
受
け
る
戒
の
本
質
を
知
ら
し

め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

十
六
条
戒

自
体
の

位
置
付
け
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

　
　

し
か
し
瓔
珞
經
や
、
梵
網
經
は
、
攝
律
儀
の
一
戒
よ
り
他
戒
を
出
す
、

本
末
あ
り
と
説
け
ど
も
、
宗
門
に
て
は
、
戒
法
み
な
實
相
な
る
ゆ
ゑ
、

本
末
を
説
か
）

（
ぬ
。

　

曹
洞
宗
に
お
け
る
戒
思
想
か
ら
の
伝
統
的
解
釈
で
も
、
三
聚
浄
戒

の

第
一
摂
律
儀
戒

に
、
十
重
禁
戒

を
配
す
る
場
）

（
合
が
あ
る
が
、
丘
は
そ

れ
を
否
定
し
、
む
し
ろ

教
授
戒
文

の

摂
律
儀
戒

へ
の
解
釈

諸
仏

法
律
の
窟
宅
と
す
る
所
、
諸
仏
法
律
の
根
源
と
す
る
所
な
）

（
り

を
元
に
、

人
人
本
具
の
仏
性
は
、
諸
仏
の
法
律
の
窟
宅
な
り
、
根
源
な
）

（
り

と
し

て
、
仏
性
に
基
づ
い
て
三
聚
浄
戒
も
、
他
の
諸
戒
も
出
現
す
る
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
戒
同
士
の
関
係
性
を
説
か
ず
に
、
全
て
の
戒
本
が
実
相
と
の
立
場

を
主
張
し
た
。

　

ま
た
、
本
書
は

十
重
禁
戒

の

第
十
不
謗
三
宝
戒

で
締
め
括
ら
れ

る
が
、
巻
尾
の
一
節
が

改
訂
禅
戒
鈔

で
は
変
更
さ
れ
て
い
る
。
禅
戒

鈔

の
場
合
は
、
教
授
戒
文

中
の

世
間
の
津
梁
な
り

に
つ
い
て
の

梵
網
経
略
抄

の
提
唱
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
全
体
の
総
括
に

は
繋
が
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
科
段
の
名
称
を

第

四
明
列
不
謗
三
宝
戒
於
十
戒
最
後
之
意

と
し
て
、
戒
ノ
次
第
ヲ
立
ル
事

不
同
也

及
び

又
十
戒
、
一
一
ノ
戒
品
、
三
寶
ノ
功
德
現
前
セ
サ
ル
事
ナ

シ

の
一
節
を
引
く
こ
と
で
、
十
重
禁
戒

全
体
を
仏
身
の
顕
現
だ
と
見

な
し
た
。
そ
し
て
、
不
謗
三
宝
戒
を
説
い
た
と
し
つ
つ
も
、
各
別
の
十
戒
を

否
定
し
、
根
本
ノ
道
理
ヲ
知
リ
ヌ
レ
ハ
、
都
不
被
犯
也
ト
可
心
得
）

（
也

と

総
括
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
通
り
、
十
六
条
戒
を
仏
性
と
し
、
巻
尾
で

は
仏
身
と
し
て
見
る
こ
と
で
、
改
訂
禅
戒
鈔

全
体
を
一
貫
し
た
思
想
で

貫
通
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、
筆
者
所
持
の
明
治
四
三
年
序

改
訂
禅
戒
鈔

写
）

（
本
で
は
、
科
段

の
内
容
が
変
化
し
て
お
り
、
第
十
不
謗
三
宝
戒

に
つ
い
て
、
科
段
第
四

段
の
名
称
を

第
四
段
戒
ニ
三
種
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ヲ
明
ス

と
し
、
先
に
挙

げ
た

改
訂
禅
戒
鈔

版
本
の
巻
尾
、
根
本
ノ
道
理

の
一
節
に
続
い

て
、
菩
薩
戒
ニ
ハ
三
重
ノ
道
理
ア
ル
ヘ
シ

の
一
節
を
加
え
て
い
る
。
本

論
前
節
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
巻
尾
は
本
来
、
科
段
名

と
内
容
か
ら
十
六
条
戒
全
体
を
締
め
括
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

写
本
に
お
い
て
そ
れ
が
更
に
強
く
理
解
出
来
よ
う
。
た
だ
し
、
当
写
本
か
ら

は
書
写
の
経
緯
な
ど
が
判
然
と
せ
ず
、
丘
及
び
岸
澤
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
て

い
た

禅
戒
鈔

改
訂
経
過
の
一
端
が
知
ら
れ
る
程
度
の
結
果
し
か
得
ら
れ

て
い
な
い
。

　

丘
は
大
本
山
永
平
寺
で
明
治
三
八
年
か
ら
行
わ
れ
た
眼
蔵
会
の
初
代
講
師

を
務
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
手
元
に
は
丘
が
大
正
四
年
に
、

二
度
目
の
眼
蔵
会
講
師
を
務
め
た
際
の
講
義
録
が
あ
る
た
め
、
そ
の
読
解
を

通
し
て
丘
の

正
法
眼
蔵

提
唱
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

一
、
冊
数　

一
冊

　
　

一
、
料
紙　

Ｂ

縦
書
相
当
原
稿
用
紙

　
　

一
、
大
き
さ　

縦
・
㎝

横

㎝

　
　

一
、
装
丁　

袋
綴

　
　

一
、
題
目　

外
題　

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

　
　
　
　
　
　
　

内
容　

霊
根
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
及
女
学
校
生
ノ
為
ニ
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眼
蔵
提
唱
（
礼
拝
得
髄
巻
・
雞
声
山
色
巻
、
開
講

偈
・
即
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
六
十
四
世
性
海
慈
舩
禅
師
大
休
悟

由
大
和
尚
百
箇
日
供
養
拈
香

　
　

一
、
枚
数　

本
文　

九
丁

　
　

一
、
行
字
数　

毎
葉
一
二
行　

毎
行
二
六
字
前
後

　
　

一
、
書
写
年　

大
正
四
年
五
月
一
五
〜
一
九
日

　
　

一
、
筆
記
者　

雪
香
道
人
（
愛
知
県
東
浦
町
安
徳
寺
一
三
世
・
横
井
轍

道
）

　
　

一
、
所
蔵
者　

菅
原
研
州

　

大
正
期
に
永
平
寺
で
行
わ
れ
た
丘
の
講
演
に
つ
い
て
、
愛
知
県
安
徳
寺
一

三
世
の
横
井
轍
道
（
徹
道

と
表
記
す
る
記
録
も
あ
る
が
、
本
人
の
印
は

轍
道

表
記
）
が
筆
記
し
た
講
演
録
に
、
永
平
寺
の
眼
蔵
会
の
記
録
が
収

録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
論
末
尾
に
翻
刻
し
た
。

　

な
お
、
眼
蔵
提
唱

は
一
見
し
て
簡
潔
に
過
ぎ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

は
筆
記
者
に
よ
る
適
度
な
要
約
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、
丘
自

身
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　

眼
藏
は
解
り
す
ぎ
て
居
る
。
講
釋
す
る
處
は
な
い
。
己
見
を
以
て
眼
藏

を
讀
ま
ん
と
す
る
か
ら
解
ら
ぬ
。
佛
意
を
以
て
讀
め
ば
、
眼
藏
は
あ
の

と
ほ
り
で
不
審
は
な
い
。
佛
意
を
さ
ぐ
り
、
佛
意
を
看
破
す
る
で
な
け

れ
ば
可
か
）

（
ぬ
。

　

正
法
眼
蔵

は
分
か
り
や
す
い
た
め
、
そ
の
本
文
の
ま
ま
で
よ
く
、
講
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釈
す
る
余
地
は
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
門
人
の
岸
澤
惟
安

が
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）

（
る
。

　

今
回
翻
刻
し
た
提
唱
録
か
ら
も
、
丘
の
提
唱
は
簡
に
し
て
要
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
特
に
各
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
、
此
巻
ノ
思
召

や

大
綱

な

ど
の
表
現
を
用
い
て
、
一
巻
全
体
を
ま
ず
把
握
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
理
解
出

来
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
大
意
ジ
ユ
サ
ン
ヲ
見
ヨ

と
も
あ
る
通

り
で
、
面
山
瑞
方
に
よ
る

正
法
眼
蔵
品
目
述
）

（
賛

も
併
用
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
渓
声
山
色

巻
の
提
唱
で
は
、
冒
頭
で

唯
谿
聲
山
色
佛
法
ニ

親
シ

と
し
て

渓
声
山
色

を
仏
法
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
示
し
つ

つ
、
巻
尾
で
も

正
信
心
ノ
時
―
一
切
事
佛
法
ト
ナ
リ
谿
聲
山
色
…

と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
巻
に
お
い
て
肝
心
要
と
な
る
道
理
（
本
巻
の
場
合

は
、
渓
声
山
色
即
仏
法
）
を
貫
通
さ
せ
て
提
唱
す
る
様
子
が
理
解
出
来
よ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
丘
が
用
い
て
い
た
講
本
に
つ
い
て
は
、
別
の
講
演
で

承
陽

大
師
の
御
精
神
は
眼
蔵
の
巻
が
九
十
五
巻
あ
り
ま
す
か
）

（
ら

と
示
し
て
い
る

た
め
、
本
山
版
九
五
巻
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
筆
者
の
手
元
に
は

曹
洞
宗
大
学
林
教
授
丘
宗
潭
師
訂
正

と
掲
げ
る

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
附
聞
解
（
全
）
が
あ
る
。
曹
洞
宗
中
学

林
教
科
用
書

と
も
題
さ
れ
て
い
る
通
り
、
明
治
三
三
年
当
時
の
曹
洞
宗
中

学
林
用
の
教
科
書
と
し
て
、
丘
に
よ
る
校
正
が
行
わ
れ
た

正
法
眼
蔵

本

文
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
本
山
版
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻

尾
に
は

故
瑞
方
面
山
師
著
述

の

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
巻
聞
解

を
収

録
し
て
い
る
。
当
時
は
ま
だ
、
聞
解

全
体
の
著
述
者
を
面
山
に
帰
し
て

い
た
た
め
、
こ
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
（
現
在
は
一
部
の
巻
を
除
き
門
弟
の

斧
山
玄

に
帰
す
る
）。
聞
解

へ
の
評
価
と
し
て
、
西
有
穆
山
に
よ
る

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

で
は
、
御
聴
書
御
抄
ハ
可
尊
第
一
ノ
書
ナ
リ
ト
雖

九
十
五
巻
全
備
セ
ザ
レ
ハ
今
全
部
ヲ
拜
覧
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
遺
憾
ナ
キ

不
能
依
テ
先
最
初
ハ
私
記
ト
聞
解
ニ
依
テ
拜
覧
ス
ヘ
シ
六
堪
老
人
云
ク
面
山

和
尚
ノ
述
賛
ハ
正
法
眼
蔵
ノ
大
意
ヲ
得
タ
）

（
リ

と
あ
っ
て
、
述
賛
に
よ
る
大

意
把
握
と
と
も
に
、
初
学
者
向
け
へ
の
参
考
書
と
し
て
雑
華
蔵
海
の

正
法

眼
蔵
私
記

と

聞
解

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
西
有
に
は

正
法
眼
蔵

の

私
記
会
本

の
編
集
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
丘
が

私
記

で
は
な
く

聞
解

を
選
ん
だ
の
は
、
や
は
り
そ
の
大
意
や
文
義
の
把
握
の
容
易
さ
に

価
値
を
求
め
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
私
記

は
達
意
的
な
註
釈
が
特
徴

で
、
宗
旨
と
し
て

正
法
眼
蔵

本
文
を
把
握
す
る
の
に
は
適
す
る
が
、
そ

う
い
う
発
想
自
体
に
慣
れ
て
い
な
い
初
学
者
に
は
厳
し
い
一
面
を
有
す
る
こ

と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

つ
ま
り
、
丘
自
身
は
、
大
綱
の
把
握
に

述
賛

を
推
奨
し
て
お
り
、
提

唱
で
は
各
巻
を
通
底
す
る
道
理
を
貫
通
さ
せ
て
い
る
が
、
学
人
が
知
り
た
い

各
文
の
意
に
つ
い
て
、
特
に
教
育
的
見
地
か
ら

聞
解

を
採
用
し
た
と
い

え
よ
う
。

　

提
唱
録
で
あ
る

曹
洞
宗
意
綱
要

は

前
曹
洞
宗
大
学
長

の
肩
書
き

で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宗
門
当
局
の
意
図
を
十
分
に
汲
ん
だ
内
容
で
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あ
ろ
う
が
、
修
証
義

解
釈
は
宗
師
家
の
立
場
と
、
曹
洞
宗
大
学
関
係
者

と
い
う
二
つ
の
立
場
を
両
立
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
三　

修
證
義
に
就
い
て

の
一
節
が
収
録
さ
れ
、
続
け
て

四　

修
證
に
就
い
て

五　

懺
悔
滅
罪
と
受
戒
入
位

六　

發
願
利
生
と
行
持

報
恩

の
各
節
で

修
証
義

に
準
じ
た
提
唱
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
修
証
義

全
体
へ
の
評
価
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

然
る
に
此
修
証
義
を
以
て
吾
々
の
修
養
に
資
す
る
も
の
と
し
、
又
檀
徒

信
者
の
修
養
に
資
す
る
所
の
一
切
の
方
針
と
し
た
る
所
の
修
証
義
は
、

受
戒
入
位
が
中
心
で
あ
）

（
る
。

　

修
証
義

の
要
点
に
つ
い
て
、
第
三
章
受
戒
入
位

と

第
五
章
行
持

報
恩

と
の
間
で
説
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
丘
は
明
確
に
前
者
を
中

心
と
し
た
。
更
に
、
檀
信
徒
の
修
養
の
み
な
ら
ず
、
吾
々
の
修
養

に
も

資
す
る
と
し
、
僧
俗
四
衆
に
と
っ
て
の
聖
典
だ
と
認
め
る
が
故
に
、
以
下
の

問
題
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

是
に
於
て
今
日
の
吾
々
の
修
養
に
資
す
る
所
の
大
方
針
と
稱
す
る
修
証

義
の
中
心
に
な
る
の
は
受
戒
入
位
で
あ
る
。
而
し
て
兩
祖
の
思
召
の
御

著
述
に
現
は
れ
て
居
る
所
の
お
言
葉
が
、
坐
禅
中
心
に
な
つ
て
居
る
、

此
矛
盾
は
ど
う
か
、
何
所
へ
行
つ
て
も
何
時
も
此
問
題
が
出
）

（
る
。

　

右
記
は
、
曹
洞
教
会
修
証
義

が
編
集
さ
れ
て
以
降
、
常
に
同
じ
問
題

が
宗
派
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
明
治
二
〇

年
代
に
曹
洞
扶
宗
会
の
会
員
総
意
と
し
て
編
集
（
実
質
的
に
は
、
大
内
青
巒

に
よ
る
編
集
）
さ
れ
た

洞
上
在
家
修
証
義

は
、
明
治
二
二
年
の

第
三

次
末
派
総
代
議
員
会
議
（
後
の
曹
洞
宗
宗
議
会
）
で
可
決
さ
れ
た

洞
上

在
家
化
導
標
準

に
よ
っ
て
、
曹
洞
教
会
全
体
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
録
さ

れ
、
更
に
は
、
当
時
の
両
大
本
山
貫
首
（
總
持
寺
・
畔
上
楳
仙
﹇
管
長
﹈、

永
平
寺
・
滝
谷
琢
宗
）
に
よ
る
緻
密
な
校
正
を
経
た
結
果
、
明
治
二
三
年
一

二
月
に

曹
洞
教
会
修
証
義
（
現
行

修
証
義
）
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
修
証
義

公
布
後
、
最
初
に
出
た
解
説
書
は
大
内
青
巒

修

証
義
聞
解

で
あ
り
、
青
巒
は

修
証
義

を

在
家
化
導

の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
位
置
付
け
、
在
家
安
心

を
得
る
た
め
に
、
受
戒
入
位

に
お
け

る

梵
網
経

衆
生
受
仏
戒

偈
を
重
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
、
曹
洞
教
会
修
証
義

の
主
校
正
者
で
あ
っ
た
滝
谷
琢
宗

は
、
修
証
義
筌
蹄

に
お
い
て
、
青
巒
の
主
張
を
暗
に
批
判
し
、
修
証

義

と
は

曹
洞
教
会

と
い
う
名
前
を
冠
し
て
い
る
以
上
、
教
会
を
構
成

す
る

僧
俗
四
衆

に
と
っ
て
の
安
心
を
説
く
文
献
で
あ
る
と
し
た
。

　

つ
ま
り
、
在
家
化
導
と
し
て
の

受
戒
入
位

が
、
四
衆
に
と
っ
て
の
安

心
と
な
っ
た
た
め
に
、
坐
禅
に
よ
る
安
心
だ
と
さ
れ
て
い
た
僧
尼
二
衆
に

と
っ
て
、
修
証
義

自
体
が
矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
）

（
る
。

　

そ
こ
で
、
丘
自
身
は
こ
の
問
題
を

中
心
が
變
つ
た
や
う
で
あ
る

や

中
心
が
動
い
た
も
）

（
の

と
し
つ
つ
、
受
戒
入
位
の
中
心
と
云
ふ
こ
と
と
、

坐
禪
中
心
と
云
ふ
事
は
何
に
も
變
つ
た
も
の
で
は
な
い

と
し
、
教
授
戒

文

梵
網
経
略
抄

禅
戒
鈔

な
ど
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、
受
戒
と
坐
禅

と
を
分
別
し
、
是
非
を
争
う
こ
と
を

必
ず
坐
禪
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必

ず
戒
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
そ
れ
は
形
式
に
囚
は
れ
て
の

話

と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

　
　

然
ら
ば
受
戒
中
心
も
坐
禪
中
心
も
同
じ
こ
と
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
坐
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禪
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必
ず
し
も
受
戒
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
事
は
な
い
。
今
日
で
は
受
戒
中
心
と
言
ふ
事
に
な
つ
）

（
た
。

　

こ
れ
は
、
禅
戒
一
如

の
一
解
釈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
当
時
の
曹
洞

宗
は
ま
だ
、
禅
戒
一
如

と
い
う
用
語
を
公
式
に
は
用
い
て
お
ら
ず
、
現

在
の
よ
う
に

曹
洞
宗
宗
制

の

教
義

に
組
み
込
ま
れ
る
に
は
、
昭
和

一
六
年
公
布
の

宗
制

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
丘
と
同

時
代
に
な
る
秋
野
孝
道
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
四
、
曹
洞
宗
大
学
長
・
大
本

山
總
持
寺
貫
首
）
提
唱
の

通
俗
曹
洞
宗
の
安
心

に
は
、
禅
戒
一
致

と
い
う
項
目
を
設
け
、
両
祖
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る

禅
戒
一
致
論

を
参

照
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
卍
海
宗
珊

禅
戒
訣
註
解

を
引
く
な
ど

し
た
。
つ
ま
り
、
後
の

禅
戒
一
如

は

禅
戒
一
致

と
し
て
宗
門
碩
徳

の
間
で
唱
え
ら
れ
始
め
て
お
り
、
丘
も
そ
の
動
向
は
承
知
し
て
い
た
の
だ

ろ
）

（
う
。
修
証
義

に
因
む
宗
意
安
心
の
問
題
を
、
禅
戒
一
如

に
よ
っ
て

打
破
す
る
と
い
う
流
れ
に
賛
同
し
た
様
子
が
、
そ
の
提
唱
か
ら
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
修
証
義

は
元
々
、
曹
洞
扶
宗
会
で
用
い
て
い
た

四
大

原
則

に
依
拠
し
て
信
仰
実
践
体
系
を
組
み
立
て
た
が
、
そ
の
理
解
を
巡
っ

て
も
議
論
が
存
在
す
る
。
同
原
則
は
詳
し
く

本
証
妙
修
の
四
大
原
則

と

も
呼
称
さ
れ
る
。
前
半
の

懺
悔
滅
罪
・
受
戒
入
位

を
も
っ
て
衆
生
が
安

心
を
得
る

本
証

に
配
し
、
後
半
の

発
願
利
生
・
行
持
報
恩

を
安
心

を
得
た
衆
生
が
仏
祖
に
対
し
て
行
う
報
恩
行
と
し
て
の

妙
修

に
配
し
た

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
修
証
義

へ
の
提
唱
・
解
釈
を
巡
っ
て

本
証
妙

修

を
配
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
も
そ
も
の

四
大
綱
領

の
構
造
自
体
が

修
証
義

解
説
で
取
り
扱
わ
れ
な
く
な
り
、
総
じ
て
後
退
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
）

（
る
。
つ
ま
り
、
本
証
妙
修

も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
丘
は
永
平
道
元

弁
道
話

で
説
か
れ
た

修
証
一
等

を
用

い
、
宗
門
で
は
修
と
証
と
を
分
別
し
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
下
の
よ
う

に
提
唱
し
た
。

　
　

此
修
證
義
の
四
大
原
則
と
云
ふ
も
の
は
總
て
證
を
離
れ
ぬ
修
で
あ
り
ま

す
。
修
を
離
れ
ぬ
證
で
あ
る
か
ら
し
て
、
懺
悔
滅
罪
で
も
、
受
戒
入
位

で
も
、
發
願
利
生
で
も
、
行
持
報
恩
で
も
本
證
で
あ
り
妙
修
で
あ
る
。

何
れ
も
四
大
原
則
の
一
々
皆
本
證
で
あ
り
、
妙
修
で
あ
る
と
云
ふ
意
味

に
窺
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
）

（
す
。

　

本
来
は
、
四
大
原
則

を

本
証

ま
た
は

妙
修

に
配
す
る
と
こ

ろ
、
丘
の
場
合
は
一
々
を

本
証
妙
修

全
体
に
配
し
た
の
で
あ
る
。
修
証

の
無
分
別
を
立
場
と
す
れ
ば
、
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
が
、
修
証
義

解

釈
上
は
、
か
な
り
独
特
な
解
釈
で
あ
る
。
一
方
で
、
丘
の
門
人
で
あ
っ
た
岸

澤
惟
安
も
自
ら
の
提
唱

宗
意
安
心

で
こ
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
全
体
を

本
証
妙
修

と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
と
、
受
戒

入
位

を
中
心
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
会
通
し
て
い

る
。

　
　

ど
の
行
ど
の
章
の
説
法
を
し
て
も
、
總
て
其
説
法
は
皆
受
戒
と
云
ふ
も

の
で
結
完
す
る
に
定
つ
た
も
の
で
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
受
戒
中
心
の
宗

教
な
の
で
あ
る
。
是
は
皆
修
證
か
ら
現
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ

り
外
に
現
れ
る
所
は
な
い
。
だ
か
ら
懺
悔
滅
罪
に
せ
よ
、
發
願
利
生
に

せ
よ
、
行
持
報
恩
に
せ
よ
、
倫
理
道
德
の
話
に
至
る
ま
で
、
總
て
皆
此
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本
證
妙
修
よ
り
現
は
れ
た
る
所
の
道
で
あ
る
。
本
證
妙
修
の
道
で

あ
）

（
る
、

　

洞
上
在
家
修
証
義

を
編
集
し
た
青
巒
は
、
あ
く
ま
で
も

梵
網
経

衆
生
受
仏
戒

偈
か
ら
、
受
戒
入
位

を
中
心
と
し
つ
つ
、
懺
悔
滅

罪

を
前
方
便
と
し
、
発
願
利
生
・
行
持
報
恩

を
後
の
実
行
に
配
し
た

が
、
丘
は
一
等
と
し
て
の

本
証
妙
修

か
ら

受
戒
入
位

中
心
の
思
想

を
組
み
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
証
義

自
体
が
そ
の
よ
う
に
読
め
る

文
献
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
が
故
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
丘
の
講
義
録
で
あ
る

仏
教
の
真
髄

第
三
日
講
演

で
も

修
証
義

を
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
檀
信
徒
相
手
の
平
話
で
あ
る
た
め
、

思
想
的
に
特
段
注
目
す
る
必
要
は
無
い
。

　

丘
に
よ
る
宗
門
本
尊
論
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
じ
）

（
た
と
こ
ろ
で
も

あ
る
が
、
本
論
で
は

禅
の
信
仰

の
本
尊
論
と
、
丘
講
話

で
展
開
さ

れ
た
仏
身
論
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
禅
の
信
仰

で
は
仏
教
全
般
の
信
仰
論
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

各
宗
派
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
尊
が
あ
る
と
提
起
さ
れ
た
。
本
尊
を
論
じ
る
に

当
た
り
、
そ
の
定
義
を

大
日
経
義
釈
演
密
鈔

に
求
め
、
諸
聖
、
行
者

も
と
宗
主
と
す
る
所
に
随
ふ
故
に
名
づ
け
て
本
尊
と
な
）

（
す

と
あ
る
こ
と
を

受
け
つ
つ
、
宗
派
の
僧
侶
・
檀
信
徒
が
一
様
に
、
最
尊
最
勝
の
宗
趣
と
仰
ぐ

対
象
が
、
そ
の
宗
派
の
本
尊
だ
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
断
言
す
る
。

　
　

我
が
曹
洞
宗
の
本
尊
は
釋
尊
で
あ
る
。
妙
法
で
も
、
僧
衆
で
も
、
觀
音

で
も
、
藥
師
で
も
な
）

（
い
。

　

曹
洞
宗
が
近
代
教
団
と
し
て
、
曹
洞
宗
務
局

を
中
心
と
し
た
体
制
を

構
築
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
明
治
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
末
派
総
代
議

員
会
議
に
お
い
て
、
既
に
釈
迦
牟
尼
仏
と
高
祖
永
平
道
元
・
太
祖
瑩
山
紹
瑾

を
中
心
と
し
た

一
仏
両
祖

を
仰
い
で
い
く
よ
う
に
定
め
て
い
る
た
め
、

こ
の
丘
の
断
言
は
周
知
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
だ
が
、
敢
え
て
上
記

の
主
張
が
行
わ
れ
た
理
由
は
、
以
下
の
問
題
提
起
か
ら
理
解
出
来
る
。

　
　

我
が
曹
洞
宗
の
は
、
そ
の
宗
主
と
す
る
所
は
歸
依
三
寶
で
あ
る
、
こ
の

ほ
か
別
に
本
尊
の
あ
る
譯
が
無
い
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
然
し
そ
の
人
達

の
思
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
正
し
く
な
）

（
い
。

　

こ
れ
は
、
当
時
の
曹
洞
宗
内
で
、
本
尊
と
し
て
仰
ぐ
べ
き
対
象
に
、
帰

依
三
宝

を
主
張
す
る
場
合
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
主
張
す
る
場
合
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
が
起
き
た
理
由
は
、
修
証
義

に
由
来

す
る
。
修
証
義

で
は
、
そ
の
中
心
を

第
三
章　

受
戒
入
位

と

第

五
章　

行
持
報
恩

の
何
れ
に
置
く
か
で
、
本
尊
論
に
影
響
を
与
え
た
。
例

え
ば
、
大
内
青
巒
は
、
曹
洞
宗
内
に
存
在
し
た
本
尊
唱
名
論
に
つ
い
て
批
判

し
、
授
戒
の
一
事
を
も
っ
て
布
教
に
充
て
、
そ
の
た
め
の

修
証
義

を
編

纂
し
た
旨
を
主
張
し
）

（
た
。
更
に
は
、
次
の
よ
う
に
も
注
意
し
て
い
る
。

　
　

若
し
又
髙
祖
の
御
指
導
に
隨
ふ
と
な
ら
ば

一
佛
の
名
號
を
稱
念
せ
ん

よ
り
は
南
無
歸
依
佛
と
稱
念
せ
よ

と
明
か
に
正
法
眼
藏
に
は
示
さ
れ

て
お
る
。
然
る
に
今
何
の
理
由
も
無
く
、
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
と
唱
へ
る

と
云
ふ
や
う
な
こ
と
は
甚
だ
無
意
味
で
も
あ
り
、
且
は
他
宗
他
門
の
笑

ひ
も
招
く
も
氣
恥
か
し
い
次
第
で
は
無
い
か
と
云
ふ
や
う
な
議
論
も
あ
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号

つ
た
の
で
あ
）

（
る
。

　

明
治
期
の
通
称

随
意
布
教

時
代
（
明
治
八
〜
一
七
）

（
年
）
か
ら
曹
洞
宗

内
の
一
部
で
、
南
無
釈
迦
牟
尼
仏

の
本
尊
称
名
法
が
流
行
し
か
か
っ
て

い
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
は
本
尊
観
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い

た
よ
う
で
、
青
巒
は
そ
の
状
況
を
批
判
し
つ
つ
、
修
証
義

で
の

受
戒

入
位

を
強
調
し
た
。
一
方
で
、
丘
は
、
釈
尊
一
仏
へ
の
信
仰
は
説
き
つ
つ

も
、
本
尊
称
名
に
安
易
に
同
意
し
て
い
る
わ
け
で
も
無
い
。
丘
が
釈
迦
牟
尼

仏
を
本
尊
に
定
め
る
理
由
は
、
以
下
の
三
点
が
確
認
さ
れ
る
。

　

①

修
証
義

第
五
章　

行
持
報
恩

の

過
去
現
在
未
来
の
諸
仏
、

共
に
仏
と
成
る
時
は
必
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
成
る
な
り

を
参
）

（
照
し
、
あ

ら
ゆ
る
仏
が
釈
迦
牟
尼
仏
に
な
る
意
義
を
強
調
。

　

②
曹
洞
宗
で
は

三
仏
会
（
降
誕
会
・
成
道
会
・
涅
槃
会
）
を
両
祖
以

来
伝
統
的
に
修
行
し
て
い
る
こ
と
。

　

③
両
祖
に
よ
る
釈
尊
信
仰
。

　

こ
の
内
、
注
目
さ
れ
る
の
は
①
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
丘
は
釈
迦
牟
尼
仏
と
他
の
諸
仏
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

　
　

過
去
現
在
未
來
、
三
世
十
方
の
諸
佛
が
、
佛
に
成
る
と
い
ふ
時
に
、
何

佛
に
な
る
の
か
と
云
ふ
と
、
彌
陀
佛
と
な
る
の
で
も
な
い
。
大
日
如
來

に
な
る
の
で
も
な
い
、
釋
迦
牟
尼
佛
と
な
る
な
り
、
と
い
つ
て
あ
る
。

卽
ち
こ
の
文
字
に
よ
つ
て
、
三
世
十
方
の
諸
佛
は
皆
本
當
の
佛
で
は
な

い
化
佛
で
あ
る
、
釋
迦
牟
尼
佛
の
妙
德
を
現
は
す
が
た
め
に
、
衆
生
の

根
気
に
應
同
し
て
出
現
さ
れ
た
化
佛
で
あ
る
こ
と
が
判
）

（
る
。

　

つ
ま
り
、
他
の
諸
仏
を
化
仏
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
転
じ
て
釈
迦
牟
尼
仏

を
高
め
て
本
仏
と
見
な
す
発
想
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
大
内
青
巒
が
、
曹
洞
宗
で
用
い

る

十
仏
）

（
名

を
典
拠
に
（
法
身
の
毘
盧
遮
那
仏
は
特
段
指
示
が
無
い
け
れ

ど
も
）、
報
身
の
盧
舎
那
仏
は
宗
門
で
も
用
い
る

梵
網
経

の
教
主
で

あ
っ
て
、
盧
舎
那
仏
か
ら
す
れ
ば
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
化
身
に
配
置
さ
れ
る
と

指
摘
し
て
い
）

（
る
。
そ
し
て
、
修
証
義

本
文
で
は
、
過
去
現
在
未
来
の
諸

仏
、
共
に
仏
と
成
る
時
は
必
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
成
る
な
り

に

是
れ
即
心

是
仏
な
り

と
続
く
こ
と
を
承
け
て
、
即
心
と
云
ふ
は
我
々
お
互
ひ
の
心

の
ま
ヽ
と
云
ふ
こ
と
じ
や
、
我
々
お
互
ひ
の
心
の
ま
ヽ
の
外
に
釈
迦
牟
尼
仏

も
無
け
れ
ば
三
世
諸
仏
も
無
）

（
い

と
も
す
る
た
め
、
釈
迦
仏
よ
り
も
更
に
、

即
心
是
仏
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　

要
す
る
に
、
青
巒
の
議
論
は
、
ど
こ
ま
で
も
帰
依
三
宝
を
重
視
し
、
釈
迦

一
仏
へ
の
帰
依
に
固
執
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
く
よ
う
に
組
み
上
が
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
来
の

修
証
義

を
率
直
に
読
め
ば

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
理
解
出
来
る
。

　

こ
の
点
を
丘
は
、
禅
の
信
仰

の

釈
尊
と
帰
依
三
宝

章

三
帰
と

本
尊

に
お
い
て
、
三
帰
依
は
邪
解
さ
れ
や
す
い
と
注
意
し
つ
つ
、
三
帰
依

は

翻
邪
帰
正

を
根
本
義
と
し
て
仏
門
の
人
と
な
り
、
続
け
て
宗
派
の
本

尊
へ
の
帰
依
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
議
論
は
、
法
苑
珠
林

巻
八
七

受
法
部
第
）

（
五

の
一
節
を
受
け
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

青
巒
ほ
ど
に
整
然
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
翻
邪
帰
正
と
し
て
の
三
帰
に
、
両
祖
の
釈
尊
信
仰
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
よ
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う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
丘
講
話

に
お
け
る

三
帰
依

の
備
考
に

佛
身
觀
の
故

實

の
一
節
が
見
ら
れ
る
。
同
節
に
お
い
て
、
仏
身
観
に
つ
い
て
は
学
問
上

の
宿
題
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
そ
の
理
由
を
村
上
専
精
（
一
八
五
一
〜
一
九

二
九
）
の

仏
教
統
一
論
（
一
九
〇
一
年
）
に
求
め
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ
の
展
開
の
中
で
、
歴
史
上
の
釈
迦
牟
尼
仏

は
多
身
を
持
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
村
上
の
提
題
の
結
果
、
各
宗
派

で
も
仏
格
が
研
究
・
検
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
丘

は
道
元
に
お
け
る
仏
身
観
を
明
か
す
必
要
を
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
道
元
が
仏
身
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
一
切
の
事
象
を

法
身
の

妙
体

か
ら
見
て
い
る
と
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
正
法
眼
蔵

渓
声

山
色

巻
で
引
用
し
た
蘇
東
坡
の
偈
の

渓
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
無
非
清

浄
身

に
求
め
、
人
間
の
生
老
病
死
か
ら
草
木
牆
壁
瓦
礫
ま
で
、
押
し
つ

く
る
め
て
法
身
の
妙
體
と
い
）

（
ふ

と
主
張
し
、
よ
っ
て
、
た
と
ひ
歴
史
上

の
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
ら
う
が
、
深
秘
に
属
す
る
法
身
の
當
體
で
あ
ら
う
が
、

乃
至
生
老
病
死
、
四
大
五
陰
に
い
た
る
ま
で
、
法
身
の
妙
體
）

（
だ

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
平
等
法
身
へ
の
直
観
を
も
っ
て
仏
身
を
把
握
す
る
と
し
て

も
、
こ
こ
か
ら
更
に
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
発
想
に
至
る
に
は
、
も
う
一
段
階

の
議
論
の
展
開
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
丘
自
身
が
参
照
し
た
の
は
、
経
豪

正
法
眼
蔵
抄

の

釋
尊
の
御
功
德
、
以
諸
法
爲
佛
體
、
以
佛
體
爲
諸

法
、
故
に
。
釋
尊
の
御
功
德
な
ら
ず
と
云
ふ
事
、
一
法
と
し
て
も
可
隔
所
に

非
）

（
ず

で
あ
り
、
更
に
は

改
訂
禅
戒
鈔

に
引
い
た

抑
佛
ト
云
ハ
今
ノ

釋
尊
ノ
御
功
德
也
、
佛
ニ
各
各
ア
リ
、
先
ツ
法
身
ノ
佛
ト
云
フ
、
コ
ノ
妙
體

ハ
佛
ノ
本
ナ
ル
ヘ
）

（
シ

を
参
照
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
、
道
元

及
び
道
元
門
下
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
た
文
言
で
あ
る

が
、
釈
尊
の
功
徳
と
し
て
、
諸
法
と
仏
体
の
不
二
一
体
を
示
す
こ
と
で
、
仏

身
を
釈
尊
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
発
想
は
、
例
え
ば
凡
見
に
よ
る
把
握
な
ど
を
否
定
し
て
い

く
た
め
、
縦
し
ん
ば
一
切
の
衆
生
が
仏
身
の
現
れ
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
、

そ
の
自
覚
の
困
難
さ
を
招
く
。
そ
の
た
め
、
先
に
挙
げ
た

禅
の
信
仰

に

見
る
一
般
世
間
へ
の
本
尊
論
の
提
唱
（
三
仏
会
の
儀
礼
や
信
仰
面
を
強
調
し

た
も
の
）
と
、
禅
戒
鈔

に
お
け
る
僧
衆
向
け
の
提
唱
と
の
乖
離
が
際
立

つ
と
も
い
え
る
。

　

本
論
で
は
、
近
代
の
洞
門
を
代
表
す
る
宗
師
家
で
あ
っ
た
丘
宗
潭
の
思
想

に
つ
い
て
、
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

正
法
眼
蔵

修
証
義

の
三
点
に
関

し
て
論
じ
、
更
に
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
形
で
、
宗
門
の
本
尊
論
な
ど
を
見

た
。

　

筆
者
は
、
丘
の
門
人
で
あ
っ
た
岸
澤
惟
安
が

世
人
は
霞
丘
老
漢
を
稱
揚

す
る
に
、
た
だ
正
法
眼
藏
に
究
竟
參
徹
す
る
を
以
て
し
て
、
禪
戒
に
參
徹
究

竟
せ
る
こ
と
は
お
い
て
問
は
ざ
る
が
ご
と
し

と
問
題
提
起
し
つ
つ
、
丘
自

身
に
つ
い
て

然
れ
ど
も
老
漢
が
い
か
に
禪
戒
に
參
徹
究
竟
せ
し
か
は
、
お

そ
ら
く
老
漢
み
づ
か
ら
も
こ
れ
を
知
ら
）

（
ず

と
し
て
、
丘
自
身
の
宗
乗
の
真

面
目
を
、
禅
戒
及
び

改
訂
禅
戒
鈔

の
参
究
に
求
め
た
こ
と
に
重
大
な
関

心
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
岸
澤
に
よ
っ
て
鑽
仰
さ
れ
た
丘
の
宗
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乗
に
つ
い
て
、
思
想
的
に
把
握
す
る
べ
く
、
如
上
の
通
り
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
段
階
で
容
易
に
参
照
さ
れ
う
る
著
作
群
を
見
る
限
り
、
丘

の
思
想
的
な
特
長
は

正
法
眼
蔵

提
唱
よ
り
も

禅
戒
鈔
（
あ
る
い
は
改

訂
版
）
と
そ
の
講
話
か
ら
把
握
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
丘
講

話

に
お
い
て
、
仏
身
観
へ
の
提
言
が
収
録
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
本
尊
論
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
も
深
め
て
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

近
代
以
降
の
曹
洞
宗
教
団
で
は
、
急
に
設
置
さ
れ
た
本
尊
（
一
仏
両
祖
）

へ
の
思
想
的
な
意
義
が
確
定
し
な
い
時
代
で
あ
っ
た
が
故
に
、
丘
の
よ
う
な

立
場
の
宗
師
家
に
は
、
そ
の
確
定
へ
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
本
論
で
採
り
上
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
丘
は
積
極
的

に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
更
に
、
本
尊
論
と
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な
い

修
証
義

に
つ
い
て
の
検
討
も
試
み
た
。
丘
の

修
証
義

観
は
、
修
証

不
二

の
妙
諦
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
宗
侶
が
自
ら
の
た
め
に
学
ぶ
の
で
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
丘
の
主
張
が
後
代
に
ま
で
十
全
と
し
て
残
っ
た
か
ど
う
か
は
、

尚
更
に
検
証
を
要
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
自
身
も
、
丘
に
つ
い
て
、
従

来
は
ど
う
し
て
も
岸
澤
と
い
う
巨
壁
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
教
示
を
拝
す

る
機
会
を
得
な
か
っ
た
。
今
回
、
令
和
二
年
が
丘
の
百
回
忌
で
あ
る
こ
と
に

因
み
、
関
連
す
る
資
料
を
収
集
し
、
未
発
表
の
筆
記
録
な
ど
も
入
手
し
た
た

め
、
ま
ず
は
、
筆
者
自
身
の
力
の
及
ぶ
範
囲
で
検
討
し
た
。

　

近
代
曹
洞
宗
教
団
の
思
想
史
的
問
題
に
僅
か
な
一
著
を
加
え
る
の
み
で

あ
っ
た
が
、
宗
学
・
宗
乗
の
参
究
を
志
す
者
と
し
て
、
研
究
成
果
を
通
し
て

先
賢
の
顕
彰
に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
。

（

）  

岸
澤
惟
安

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話
に
つ
き
て
、
丘
講
話

所
収

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
ｂ

（

）  

改
訂
禅
戒
鈔

凡
例

参
照

（

）  

丘
宗
潭

玄
談
、
丘
講
話

所
収

（

）  

丘
宗
潭

玄
談
、
丘
講
話

所
収

（

）  

観
普
賢
菩
薩
行
法
経

に

一
切
業
障
海
、
皆
從
妄
想
生
、
若
欲
懺
悔
者
、

端
坐
念
實
相
。
衆
罪
如
霜
露
、
慧
日
能
消
除
（
大
正
蔵

巻
九
・
三
九
三
ｂ
）

と
あ
っ
て
、
懺
悔
思
想
の
一
端
を
示
す
教
説
と
し
て
、
各
宗
派
の
戒
学
関
係
の
文

献
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
一
切
業
障
海

偈
と
呼
称
す
る
。

（

）  

天
台
智
顗

金
光
明
経
文
句

釈
懺
悔
品

に
は
、
懺
悔
に
三
有
り
。
一
つ

に
は
作
法
、
二
つ
に
は
取
相
、
三
つ
に
は
無
生
（
大
正
蔵

巻
三
九
・
六
〇

ａ
）
と
あ
り
、
無
生
（
性
）
懺
悔

は

一
切
業
障
海

偈
か
ら

端
坐
念
實

相

を
引
き
つ
つ
、
滅
無
明

と
し
て
い
る
。
丘
は
、
上
記
一
節
を
参
照
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
丘
の
参
学
師
で
あ
る
西
有
穆
山
に
よ
る

四
大
原
則

へ
の

垂
誡

で
も
、
三
懺
悔

を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
、
横
井
轍
道
筆
記

西
有
禅
師
垂
誡　

布
教

か
ら
理
解
さ
れ
る
。

（

）  

丘
講
話

三
七
頁

（

）  

大
正
蔵

巻
四
八
・
二
三
〇
ａ

（

）  

丘
講
話

三
八
頁

（

）  
上
記
三
節
は

丘
講
話

三
七
頁
参
照
。
丘
は
、
青
巒
の

修
証
義
聞
解

の

四
二
頁
を
批
判
し
て
い
る
。

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

九
五
頁



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

（

）  

曹
全

注
解
二

五
二
二
頁
下
段

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

九
八
頁

（

）  

丘
講
話

五
一
頁

（

）  

丘
講
話

五
一
頁

（

）  
上
記
二
節
は

改
訂
禅
戒
鈔

三
丁
表
参
照
。

（

）  
丘
講
話

八
三
頁

（

）  

面
山
瑞
方

若
州
永
福
和
尚
説
戒

三
聚
浄
戒
、
曹
全

禅
戒

一
五
六

頁
下
段
、
な
お
丘
が
面
山
の
説
戒
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は

丘
講
話

等
に
明

ら
か
で
、
こ
の
説
も
面
山
へ
の
批
判
の
可
能
性
が
あ
る
。

（

）  

全
集
六

二
一
四
頁

（

）  

丘
講
話

八
五
頁

（

）  

改
訂
禅
戒
鈔

四
〇
丁
表

（

）  

明
治
四
三
年
一
二
月
断
臂
日
に
書
か
れ
た

禪
戒
鈔
ノ
出
所

を

序

に
持

つ
、
佐
藤
潭
水
書
写
の

改
訂
禅
戒
鈔

で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
版
本

改

訂
禅
戒
鈔

と
部
分
的
に
相
違
し
て
お
り
、
版
本
が
成
立
す
る
過
程
で
書
写
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
記
者
の
佐
藤
は
、
序

に
つ
い
て
、
以
上

岸
澤
後
堂
老
師
ガ
臘
八
㐧
一
日
ニ
垂
示
サ
レ
シ
大
綱
ナ
リ

と
し
、
そ
れ
に
続
け

て

改
訂
禅
戒
鈔

の
本
文
を
記
す
た
め
、
岸
澤
の
手
元
に
あ
っ
た
編
集
途
中
の

改
訂
禅
戒
鈔

を
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

一
六
四
頁

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

永
福
面
山
和
尚
広
録

巻
一
七
、
曹
全

語
録
三

六
二
三
〜
六
四
一
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
八
頁

（

）  

興
隆
寺
本

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

六
丁
裏
〜
七
丁
表

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

修
証
義

を
巡
る
問
題
の
詳
細
は

曹
洞
宗
近
代
教
団
史

第
七
章　

大
内

青
巒
居
士
と

修
証
義　

教
会
・
結
社

及
び
〔
菅
原
二
〇
二
〇
〕
を
要
参
照

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

六
二
頁

（

）  

秋
野
孝
道
は
丘
に
続
い
て
永
平
寺
の
眼
蔵
会
講
師
を
務
め
て
い
る
。
禅
学
大

辞
典

眼
蔵
会

項
参
照
。
ま
た
、
丘
自
身
も

禅
戒
一
致

の
語
を
明
治
三

九
年
の
段
階
で
用
い
て
い
る
。
菅
原
二
〇
二
一
ｂ
参
照
。

（

）  

石
原
二
〇
一
八

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

八
〇
〜
八
一
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

八
九
頁

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
ａ

（

）  

四　

本
尊
、
禅
の
信
仰

三
六
頁

（

）  

五　

曹
洞
宗
の
本
尊
佛
、
禅
の
信
仰

四
〇
頁

（

）  

五　

曹
洞
宗
の
本
尊
佛
、
禅
の
信
仰

三
八
頁

（

）  

第
三　

修
證
義
編
集
纂
の
縁
由
、
修
証
義
講
話

一
八
〜
二
八
頁

（

）  

第
三　

修
證
義
編
集
纂
の
縁
由
、
修
証
義
講
話

二
四
〜
二
五
頁

（

）  

明
治
期
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
布
教
法
確
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
菅
原
二
〇
一

八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）  

六　

本
尊
佛
釋
尊
、
禅
の
信
仰

四
二
頁

（

）  

六　

本
尊
佛
釋
尊
、
禅
の
信
仰

四
二
〜
四
三
頁

（

）  

十
仏
名

は
、
永
平
道
元

赴
粥
飯
法
、
正
法
眼
蔵

安
居

巻
、
瑩
山

紹
瑾

瑩
山
清
規

な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
曹
洞
宗
の
作
法

で
は
一
般
的
に
、
赴
粥
飯
法

所
収
の

清
浄
法
身
毘
盧
舎
那
仏
・
円
満
報
身

盧
遮
那
仏
・
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
・
当
来
下
生
弥
勒
尊
仏
・
十
方
三
世
一
切

諸
仏
・
大
乗
妙
法
蓮
華
経
・
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
・
大
乗
普
賢
菩
薩
・
大
悲
観
世

音
菩
薩
・
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
・
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
（
全
集

六
・
五
八
頁
）
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

）  

修
証
義
講
話

二
二
頁
、
及
び

修
証
義
聞
解

一
三
七
〜
一
三
八
頁
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併
号

（

）  

修
証
義
聞
解

一
三
九
頁

（

）  

大
正
蔵

巻
五
三
・
九
二
六
ａ

（

）  

丘
講
話

七
四
頁

（

）  

丘
講
話

七
三
頁

（

）  
丘
講
話

七
五
頁
、
正
法
眼
蔵
抄

の
該
当
箇
所
は

釋
尊
讚
嘆
説
法
詞

（
曹
全

注
解
二

六
三
二
頁
下
段
）

（

）  

第
十
不
謗
三
宝
戒
、
改
訂
禅
戒
鈔

三
七
丁
表
〜
裏

（

）  

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話
に
つ
き
て
、
丘
講
話

所
収

《
一
次
資
料
》

万
仭
道
坦
編
集

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

出
雲
寺
文
次
郎
・
明
治
一
四
年

万
仭
道
坦
編
集

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

梶
田
勘
助
・
明
治
一
九
年

西
有
穆
山
提
唱

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

畔
上
楳
仙
所
持
写
本
・
長
野
県
興
隆
寺
所
蔵

西
有
穆
山
提
唱
・
岩
上
覚
成
編

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
明
治
三
六
年

西
有
穆
山
提
唱

西
有
禅
師
垂
誡　

布
教
、
横
井
轍
道
筆
記

精
神
の
生
活

写
本

丘
宗
潭
訂
正

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
附
聞
解
（
全
）
森
江
佐
七
・
明
治
三
三
年

丘
宗
潭
提
唱
・
横
井
轍
道
筆
記

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

大

正
四
年

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

鴻
盟
社
・
大
正
元
年
初
版
、
大
正
一
〇
年
第

四
版
、
引
用
時
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
略
記

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

鴻
盟
社
・
大
正
一
三
年
改
訂
再
版
（
再
改
訂

本
）

丘
宗
潭
改
訂
・
佐
藤
潭
水
書
写

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

明
治
四
三
年
序
（
写
本
）

丘
宗
潭
改
訂
・
岸
澤
惟
安
差
点
記

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
〈
差
点
記
本
〉
瑞
岳

院
・
昭
和
五
七
年

丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
昭
和
六
年
、

引
用
時
に
は

丘
講
話

と
略
記

丘
宗
潭
講
演
・
福
島
甲
子
三
編

仏
教
の
真
髄

北
越
新
報
社
・
大
正
六
年

丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

禅
の
信
仰

鴻
盟
社
・
昭
和
二
年

丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

曹
洞
宗
意
綱
要

鴻
盟
社
・
昭
和
四
年

大
内
青
巒

曹
洞
教
会
修
証
義
聞
解

鴻
盟
社
・
明
治
二
四
年
、
引
用
時
は

修
証
義

聞
解

と
略
記

大
内
青
巒

曹
洞
教
会
修
証
義
講
話

鴻
盟
社
・
大
正
一
一
年
、
引
用
時
は

修
証
義

講
話

と
略
記

滝
谷
琢
宗

曹
洞
教
会
修
証
義
筌
蹄

明
教
社
・
明
治
二
六
年
、
引
用
時
は

修
証
義

筌
蹄

と
略
記

※
以
上
は
全
て
、
筆
者
が
原
本
ま
た
は
そ
の
撮
影
デ
ー
タ
を
所
持

大
正
新
修
大
蔵
経
、
引
用
時
は

大
正
蔵

と
略
記
し
、
巻
数
・
頁
数
・
段
の
み
表

示
し
た
。

曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
刊
。
引
用
や
参
照
時
に
は
、

曹
全

続
曹
全

と
略
記
し
、
巻
号
と
頁
数
・
段
数
の
み
で
示
し
た
。

道
元
禅
師
全
集

全
七
巻
、
春
秋
社
、
引
用
時
に
は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、
巻

数
・
頁
数
の
み
略
記
し
た
。

《
二
次
資
料
》

志
部
憲
一

洞
門
の
人
│
│
眼
蔵
会
歴
代
講
師
〈
二
〉
、
傘
松

昭
和
五
九
年
四
月

号
、
志
部
一
九
八
四

曹
洞
宗
綜
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編

曹
洞
宗
近
代
教
団
史

曹
洞
宗
綜
合
研
究
セ
ン

タ
ー
・
二
〇
一
四
年

石
原
成
明

四
大
綱
領
の
形
成
と
そ
の
扱
わ
れ
か
た
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
九
回
）
二
〇
一
八
年
、
石
原
二
〇
一
八



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

菅
原
研
州

近
世
後
期
洞
門
僧
の
教
化
意
識
に
つ
い
て
、
日
本
仏
教
綜
合
研
究

一

六
・
二
〇
一
八
、
菅
原
二
〇
一
八

菅
原
研
州

大
内
青
巒
居
士
の
戒
思
想
、
東
海
仏
教

六
五
・
二
〇
二
〇
年
、
菅
原

二
〇
二
〇

菅
原
研
州

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
、
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要

巻
六
八

－

一
・
二
・
三
合
併
号
所
収
、
菅
原
二
〇
二
一
ａ

菅
原
研
州

洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て
、
教
養
部
紀

要

六
八

－

一
・
二
・
三
合
併
号
所
収
、
菅
原
二
〇
二
一
ｂ

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の
雪
香
道
人
筆
記

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

所
収
の
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は

本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

該
当
分
と
し
て
記
載
。【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で

丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
が
、
仮
名
は
変
体
仮
名
を
含
め
て
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
た
。

・
判
別
不
能
の
文
字
は
■
と
し
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

【

オ
】

　
　

大
正
四
年
五
月
大
本
山
永
平
寺
ニ
於
テ
丘
師

　
　

眼
蔵
提
唱

　
　
　
　

礼
拝
得
髄
巻

○
大大
綱要

ハ
題
…
得
法
ハ
礼
拝
ニ
ア
ル　

断
ビ
心
身
共
ニ
放
下
ノ
処
ニ
傳

ハ
ル　

○
此
巻
ノ
思
召
―
時
代
名
利
ニ
流
■
…
得
髄
ヲ
目

的
ト
セ
ス
名
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
故
ニ
法
ハ
得
ラ
レ
ズ
此
御
心
意
ヲ
…

用
心
集
…
参
禅
学
道
ハ
正
師
ヲ
求
ム
ベ
キ
…
的
中



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

○
大
丈
夫
―
孟
子
―
富
貴
、
ヒ
ニ
誠
…
動
セ
サ
ル
モ
ノ

（
不
昧
…
因
果
ノ
中
ニ
在
テ
修
行
ス
ル
人
）
偏以
上
ヲ
告
テ

我
…
言
ナ
レ
ハ
師
資
一

体
…
○
有
心
…
精
進
弁
道
ノ
意
…
此
修
行
直
ニ
別
物
ニ
ア
ラ
ズ

○
誠
心
ハ
心
ニ
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
法
ヲ
重
モ
ク
身
ヲ
軽
ル
ク
ス
ル
処
誠
心
―
懺
悔

ノ
時
消
滅　

○
生
セ
シ
ム
―
二
様
ニ
見
ル

■
キ
ル
師
資
ニ
カ
ヽ
ル

【

ウ
】

○
著
椅
―
雪
山
童
子
ノ
因
縁

○
若
田
―
法
華
―
ヒ
ロ
マ
ル
…

○
依
葉
―
依
法
ト
仝
ジ
○
大
比
…
二
百
五
十
戒

○
署
ハ
表
テ
書

ノ
意
○
僧
正
司
―
僧
正
ス
ト
コ
ロ
ノ
役
○
ウ
バ
リ
比
丘
―
浄
飯
王
ノ
家
来

難
陀
比
丘
ヲ
佛
ノ
シ
カ
ラ
ル
平
等
法
中
ニ
於
テ
戒
ヲ
立
ル
迄
…
○
志

ノ
文
字

考
子
、
眞
実
ノ
義
○
一
頓
―
許
ス
○
撃
関
―
志
閑
禅
師
ヲ
受

テ
言
フ　
　

○
廨
院
―
（
役
屋
敷
）・
龍
象
―
龍
ハ
大
ナ
リ
象
大

メ
タ
ル
言
フ　

○
不
是
…
宗
乘
轉
喚4

ノ
妙
処
デ
ロ
ウ
ウ
ス
○
イ
ハ
ン
ヤ
―
客
又

 

換
の
誤
記
か

ナ
リ
○
七
歳
心
ニ
所
ナ
シ
ハ
心
成
…
○
阿
羅
…
〈
キ
ヨ
ー
ド
ニ
ト　

ヤ
シ
ユ
タ
ラ
〉

○
シ
カ
シ
…
大
乘
法
ヨ
リ
ハ
捨
ツ
ル
ト
コ
ロ
ト
ア
ル
文
章
見
ニ
ク
イ

一
本
ニ
ル
ク
8

8

ト
作
テ
見
方
モ
ア
ル
二
説
之
者
○
院
号
―
ニ
シ
ヨ
セ

ル
ア
リ
…
○
主
従
…
内
持
ノ

又
一
本
ニ
従
ニ
作
ル

○
願
志
―
十
願
ヲ
立
ツ
歴
々
ナ
ル
モ
今
ハ
茲
ニ
破
ス

【

オ
】

○
比
丘
尼
…
田
父4

ヤ
人
ノ
至
ル
処
ヘ
比
丘
尼
イ
タ
レ
シ
転
倒
ノ
意 

夫
の
誤
記

○
戒
壇
三
重
結
界
…
結
界
法

　
　
　
　

雞
声
山
色
巻

東
婆4

ヲ
尊
敬
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
―
半
ハ
ウ
シ
ノ
カ
ハ
レ
シ
唯
谿
聲 

坡
の
誤
記

山
色
佛
法
ニ
親
シ
ノ
イ　
　

大
意
ジ
ユ
サ
ン
ヲ
見
ヨ

境
ニ
於
テ
一
念
纔

8

8

8

〈
ハ
ヲ
〉
忘
ス
ル

8

8

8

是
レ
ラ
ニ
眼　

念
ヲ
忘
ス
ル
処
六
ジ
ニ
具

シ
佛
説
法
ナ
リ
是
レ
自
己
ニ
歳
到
○
五
蘊
悉
ク
雞
声

六
根
六
ジ
ニ
一
枚
一
セ
ツ
ナ
同
感
―
ス
ル
ナ
リ　
　

見
聞
六
麁
ヲ

超
エ
ル
ト
…

阿
…　

文
通
リ
一
應
ヲ
見
テ
宗
意
傳
道
受
業
―
阿
耨
…

道
修
証
不
二　
　
　

祖
意
事
―
ネ
レ
ト
―
佛
ノ
通
ラ
ル
〱
カ
ミ
ヲ
ヌ
イ
テ
ド

ロ
道
ヲ
通
サ
レ
タ
―
○
殻
―
玉
子
ノ
カ
ラ
―
自
在
ノ
意

【

ウ
】

大
宋
―
筆
海
ノ
上
ニ
ハ
眞
龍
―
佛
海
龍
ヲ
学
ス
…

○
イ
ク
バ
ク
…
調
ベ
ノ
語
―
浦
ヨ
リ
キ
カ
シ
テ
東
婆4

ノ
修
行 

坡
の
誤
記

○
朝
宗
…
天
皇
ニ
拝
謁
ノ
為
ニ
初
ニ
集
ル
ノ
儀

○
霊
雲
…
尋
剱
客
―
知
惠
ニ
諭　

○
山
色
上
ノ
三
人
ヲ
結
バ

レ
タ
ル
心
持
○
自
己
…
字
眼
ナ
リ

○
菩
提
ノ
行
願
…
且
以　

餓
鬼
之
話
―
菩
薩
ハ
慈
悲
一
片

唯4

广
圣
曰
菩
薩
ハ
生
死
ヲ
園
林
ト
ナ
シ 

維
の
誤
記

○
キ
ク
コ
ト
ア
ラ
ン
―
未
来
記
ニ
ア
ラ
ン
―
世
法
ヲ
ス
ツ
ル
処
ニ
佛
法
ヲ
持

ツ
―
佛
法
ヲ
持
ツ
所
ニ
於
テ
世
法
ヲ
タ
モ
ツ
―
ス
テ
ル
ハ
ヒ
ロ

フ
ノ
目
的
○
心
術
―
コ
ヽ
ロ
ノ
マ
コ
ト
○
オ
サ
カ
リ
○
コ
タ
ク
ア
リ
シ
ノ
事

○
幻
ヲ
幻
ト
知
レ
バ
即
离
レ
ル
○
イ
ハ
ン

【

オ
】

無
住
國
師

雜
談
集

沙
石
集
―



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

道
髙
ク
ナ
ル
ト
魔
髙
シ
―
西
有
禅
師
順
境
ニ
タ
ヲ
ル

道
人
為
命
―
○
安
楽
圣
身
口
意
願
四
安
楽
圣
不
深

即
行
○
寿
量
品
―
婆4

婆
国
土
来
リ
…
自
佛
…
誓
願
― 

娑
の
誤
記

金
剛
―
宗
定
禅
金
剛
三
昧
…
正
ニ
住
ス
ル
処
無
フ
シ
テ
此
身
ヲ
住
ス

信
カ　

法法
性
解
脱
―

カ
加
持
―
用
心
集
加
ト
不
加
ト
ニ
ヨ
リ
参
ト
不
参
ト
ニ
ヨ
リ

得
便
宜
ノ
叨
必
ス
落
便
宜
ノ
腹
ヲ
フ
ク
レ
タ
時
莫
妄
想
フ
人
ノ

キ
ツ
ニ
ア
タ
ラ
ス

正
信
心
ノ
時
―
一
切
事
佛
法
ト
ナ
リ
谿
聲
山
色
…

【

ウ
】

　
　
　
　

開
講
偈　
　
　
　

丘
師

教
観
育
拍
切
模
糊　

直
指
人
心
修
作
迂

撃
碎
天
童
大
圓
鑑　

傘
松
日
月
照
昏
衢

　
　
　
　

即
事

谿
聲
山
色
即
仙
寰　

緑
樹
風
吹
停
手
寒

馬
伏
猿
眠
石
騰
躍　

禅
僧
黙
坐
入
空
観

懺
悔
―
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